【実践事例１】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９－２８「キャリア」　ニュース　No.１５８                                       
「こんな問題をどう解決すればいいの？」【中学生版】
～行政相談って何のこと？～
　　　　　社会科授業の一部としての活用原簿　　　社会　地域理解　総合
　　　　　　　　　　　　　　
・実施日　　2018年１２月2１日（金）　13：30～14：１５
・実施校　　墨田区立　両国中学校　３年生 
・講　師　　行政相談委員　角田妙子氏、吉澤章夫氏、須貝利喜夫氏　

・内　容　　 ・事前に社会科・公民的分野（地方自治）の授業の中で、グループで身近な行政である墨田区の課題や解決策などを検討し、学級内での発表を経て代表グループを決定した。
　　　　　　 ・代表にならなかったグループの種々の提案に対しては、墨田区の各課から
回答が示された。
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この日の授業では、

① 代表６グループの生徒から、墨田区
への課題・解決策の提案を行った。
② その提案に対して、実際の取組との
関連や実現可能性について行政相談
委員が回答や対応等、アドバイスを
行った。
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生徒からの発表テーマ


１　みどりが多くごみがないきれいな墨田区


２　路上駐輪のない歩きやすい墨田区


３　潤緑豊人な墨田区


４　誰もが安心して暮らせる環境の良い墨田区


５　住みたい観光地


６　北部を活性化（商店街の活性化）





【生徒の感想文から】


・私は、墨田区に住み続けたいと思いました。※　なぜなら、私達が今回授業で取り組んだ「地域の課題解決」に


ついて考えを深め、対策案を考え、また、要望を・方法なども考えたことで、私達にも墨田区を改善する力、よく


する力はある、ということに気づいたからです。（中略）この授業を終えて、「調べ、考え、学ぶ」という力が身に付


きました。　　　※墨田区に住み続けたいと思うようになった生徒は他にも多数いました。


・私達はSDGについて墨田区の現状をしらべました。緑が少なかったり、川が汚かったりしましたが、墨田区は私


が思っていたよりも、対策を多くしていて驚きました。私達の見えないところで少しずつ改善しようとし、私達の生


活をよりよくしてくれていることに感謝したいです。一方対策をしていても解決につながらないことが多くあること


にも気付きました。私達中学生にもできることがあり、請求をする権利があるため、協力をしていきたいです。（中


略）より住みやすい墨田区を作り上げていきたいです。


・区の対策として、行政相談員という方々がいらっしゃるということ、また、区民からの要望などを聞いてくださっているということを初めて知りました。墨田区のことで知らなかったことを今回知ることができました。（抜粋）














【立会った地域コーディネーターの感想】事前にパワポを作成し、生徒に質問しながら進めていくやり方で、職場体験事前学習に最適であると感じた。校長先生や、現場の先生もマナー教育には興味があったようである。
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